




研究目的

　尿路奇形は,発生頻度も高く,小児の奇形のうちでも非常に重要な位置を占め

る。奇形発生は,上部尿路から下部尿路にいたるまで,種々の部位にみられ,し

がも,予後に重大な影響を与えるものから,何ら処置を要しない軽症のものまで,

多峠にわたる。


